









































































































































































































































































































































































という。MasahiroWakabayashi“Taiwan’s 'Nihongo-jin ・ : Poetry in a second language”Japan 
Update. October 1994. pp.16-17を参照。ちなみに、中等以上の教育を受けたのであれば、すぐれた
日本語能力を有するという措定は日本語文学の書き手たちーーもちろん彼ら自身も含まれているが
ーーによってもなされている。
⑥以下引用する作品については、発表年月は括弧内に記入するが、詳細な初出は省略させていただき
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たい。周金波の場合 I周金波日本語作品集J（緑蔭書房、 1998.3）に収録されたものを参照にした。
周以外の作家の作品はいずれも『日本統治期台湾文学 台湾人作家作品集J（全5巻別巻1、緑蔭
書房、 1999.6）に再収録されたテクストに依拠する。なお、引用は原本の旧仮名遣いにしたがう。
ただし、漢字は部分的に常用漢字に直した。以下同じ。
⑦頁数の関係で具体的な引用を示さないことにしたが、あまり知られていない日本語文学の紹介をか
ねて、それが読み取れるテクスト名をいくつか挙げておこう。すなわち、本文でも言及した王頑雄
の「奔流」 (1943.7）や、周金波の書いた一連の作品「志願兵」 (1941.9）、「『ものさしjの誕生J
(1942.1）、「郷愁」 (1943.4）、「銃後の便り」（1943.6）、「助教」 (1944.9）が取りあげられる。それに、
張文環の「部落の惨劇J(1941.8）や龍瑛宗の「南に死す」 (1942.9）の中にも、学歴や世代の差異
を表す標識としての日本語能力が書き込まれている。
⑧同じ例として、「知らざる幸福J(1942.9）における「把灰（近親姦）J、「ある女の記録J(1942.10) 
における「阿丑（道化役者）」、「若い海」 (1944.8）における「水鬼（溺死人）」などが見られる。
ギナ
⑨もっとも、周金波はもう一編の随筆「国仔の弁解」 (1941.10）では、日本語を話すつもりでいなが
ら不本意に口にのぼってしまう母語を、「日本人」としての自負を損ねかねない「糟みたいJなも
のと否定的に捉えている。しかし一方、本文で取りあげているように、母語への執着をも抱いてい
るに違いない。
⑩酒井直樹は前掲書 f翻訳と主体jの中で、このことを「対一形象化」と名付け、日本語への欲望が
「中国」、または「西洋」との翻訳実践系の「対一形象化Jを通じて喚起されてきたものと指摘して
いる。本論はそれに大いに示唆を得、「台湾語」も同じしそうして日本語との翻訳関係を通じて
形象的に成立しかけていたのではないかと考える。同書28-29頁を参照。
⑪1936年6月7日に東京において「台湾文学当面の諸問題」という題のもとで文聯東京支部座談会が
開催された。その中では、張文環、翁閑（1908-1940）などの作家たちは「郷土色Jを増すために
「台湾固有の名調」を取り入れ、その上に意訳のふりがなをつけるというような「台湾、内地を折
衷した」表現手段の有効性を強調している。詳しくは I台湾文芸J3巻7/8号（台湾文芸連盟、
1936.8）を参照。
＊肘強要旨
西原大輔氏は、当時台湾に住んでいた日本人作家も作品中に台湾語を用いて、日本語の規範を崩す
のではなくむしろ日本人の異国趣味を満足させようとしている、台湾人作家の作品もそれと結果的に
は同じではないか、と質問し、発表者は、日本語の特権性が政治的に強調されていた状況の下で、台
湾人作家の表現には、それに与する優越意識と、逆にそれに対する反発、という両義性がある、やは
り日本人作家とは分けて考える必要があろう、特に佐藤春夫・野上弥生子などの旅行者が書いたもの
には、台湾人の日本語をわざとカタカナだけで表現していて、排除意識が表れている、といった点に
も注意すべきである、と答えた。
金貞謹氏は、韓国においてはハングルの文体が成立しかけていたというが、ハングルは500年前に
成立しており、その認識はおかしいのではないか、と質問し、発表者は、日本語の影響を受けて近代
的な文体が成立したのがこのころで、そのような母語の文体を持たなかった台湾との言語状況の違い
を言いたかっただけである、と答えた。
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